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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

第62期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成19年
12月１日
至平成20年
11月30日

売上高（千円） 16,839,0488,232,95852,167,083

経常利益（千円） 498,685 206,6982,591,754

四半期（当期）純利益（千円） 229,965 163,3601,409,449

純資産額（千円） － 12,501,49912,579,176

総資産額（千円） － 24,349,58530,805,423

１株当たり純資産額（円） － 1,321.691,325.50

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 24.96 17.73 152.17

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － 151.75

自己資本比率（％） － 50.01 39.64

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△288,534 － △720,787

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
214 － △127,785

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△10,043 － △764,811

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 5,784,6676,166,460

従業員数（人） － 396 420

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　  　 ２．第63期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 　　　 ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 396  

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

及び人材会社からの派遣社員を含んでおります。）であり、臨時雇用者数は除いております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 170  

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者及び人材会社からの派遣社員を

含んでおります。）であり、臨時雇用者数は除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

産業機械部門（千円） 355,172

　（注）１．上記は、製造会社であるソノルカエンジニアリング㈱のみの金額であります。

２．金額は、販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

産業機械部門（千円） 5,301,701

建設機械部門（千円） 2,095,523

その他の事業（千円） 1,876

合計（千円） 7,399,100

　（注）１．金額は、実際仕入価格によります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
受注高
（千円）

受注残高
（千円）

産業機械部門 155,271 359,500

　（注）１．上記は、製造会社であるソノルカエンジニアリング㈱のみの金額であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

産業機械部門（千円） 5,959,498

建設機械部門（千円） 2,263,160

その他の事業（千円） 10,299

合計（千円） 8,232,958

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　当社グループにおける財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

　なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日において当社グループが判断したものであります。

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成21年３月1日～平成21年５月31日）の我が国経済は、世界的金融危機から景気の

悪化が急速に深まり、輸出は欧米向けから新興国向けまで大幅に減少し、設備投資の落ち込みは厳しい企業収益の悪

化を背景にバブル崩壊時を上回りました。

　米国では、住宅市場の低迷が続いたほか、設備投資が過去最大の落ち込みを記録しました。

　アジアにおいても、総じて大幅な景気の減速を余儀なくされました。

　このような状況のなか、当社グループは提案営業による設備更新需要の掘り起こしや環境、省エネ、合理化商品の発

掘と拡販及び経費の削減を推進して参りました。その結果、当四半期の売上高は8,232百万円、営業利益は96百万円、

経常利益は206百万円、第２四半期純利益は163百万円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

[産業機械部門]

日本では工作機械の受注額が12ヶ月連続で前年割れとなるなど、景気の急速な悪化を受けて自動車関連業界を中

心として新規の引合が急速に落ち込み、新規設備投資の下げ止まりが見えない状況であります。米国では工場の稼

働休止や新規設備投資の凍結、与信不安等から、販売台数が減少し在庫が増加しました。アジアでは輸出の減少から

その他の地域と同様に設備投資が抑制されました。

　こうした結果、当セグメントの売上高は5,959百万円、営業利益は233百万円となりました。

 

[建設機械部門]

４月に建設機械出荷額は過去最大の下げ幅を記録するなど、市場環境が厳しさを増すなか、重点攻略先である

チャーター業界向け販売が伸びましたが、急速な世界経済の悪化に伴い中古建設機械の輸出が激減しました。レン

タルにおいては、企業が設備投資を抑制して新規着工が減少したことから業界の受注競争が激化し、レンタル料金

の下落が続きました。 

　こうした結果、当セグメントの売上高は2,263百万円、営業利益は88百万円となりました。

 

[その他の事業]

　当セグメントは、保険の代理店業と環境事業の業績を示しております。

　当セグメントの売上高は10百万円、営業利益は1百万円となりました。

　　

 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

[日本]

当四半期の国内市場は、景気の急速な悪化が続き厳しい状況となりました。産業機械、建設機械ともにユーザーの

新規設備投資の凍結、中止が相次ぎました。

この結果、当セグメントの売上高は6,603百万円、営業利益は180百万円となりました。

 

[北米]

北米では、個人消費が持ち直してきたと報道されるも住宅投資の低迷が続き、企業の設備投資は過去最大の落ち

込みを記録しました。

この結果、当セグメントの売上高は1,319百万円、営業損失は61百万円となりました。

 

[アジア]

アジア諸国の多くは輸出に依存する形で成長してきましたが、世界の金融・経済危機が深刻化したことにより失

速を余儀なくされました。

この結果、当セグメントの売上高は527百万円、営業損失は24百万円となりました。
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(2)財政状態の分析

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は24,349百万円となり、前連結会計年度末と比較して6,455百万

円減少いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少（前期末比5,079百万円減）、現金及び預金の減少

（前期末比893百万円減）、仕掛品の減少（前期末比234百万円減）によるものであります。

 

（負債） 　

　当第２四半期連結会計期間末における負債は11,848百万円となり、前連結会計年度末と比較して6,378百万円

減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少（前期末比5,790百万円減）、未払法人税等の減少

（前期末比319百万円減）によるものであります。 

 

（純資産） 

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は12,501百万円となり、前連結会計年度末と比較して77百万円減

少いたしました。これは主に、当第２四半期純利益の計上（229百万円）、為替換算調整勘定の減少（前期末比

228百万円減）、剰余金の配当（92百万円）によるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

 　　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　　　　　営業活動の結果使用した資金は、364百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益の計上（286

 百万円）、売上債権の減少（3,088百万円）等による収入に対し、仕入債務の減少（△3,442百万円）、棚卸資産

の増加（△100百万円）、投資有価証券評価損の減少（△79百万円）、前受金等の減少（△82百円）等による支出

によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は、27百万円となりました。これは主に投資有価証券の償還による収入（100　　

 万円）、貸付金の返済による収入（8百万円）、定期預金の預入による支出（△37百万円）、投資有価証券の取得

による支出（△103百万円）等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 　財務活動の結果得られた資金は、274百万円となりました。これは主に短期借入金の純増額（295百万円）、

　長期借入金の返済による支出（△21百万円）等によるものであります。

 

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　 該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,600,000

計 33,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,327,700 9,327,700
㈱東京証券取引所

（市場第一部）
（注）１

計 9,327,700 9,327,700 － －

 （注）１．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　　　 ２．大阪証券取引所については、平成21年３月23日に上場廃止の申請を行い、同年５月８日に上場廃止となっており

ます。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年３月１日

～平成21年５月31日
- 9,327,700 - 1,414,415 - 1,248,878
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（５）【大株主の状況】

 平成21年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 コベルコクレーン株式会社  東京都品川区東五反田２－17－１ 594 6.4

 株式会社不二越  富山県富山市不二越本町１－１－１ 576 6.2

 富士火災海上保険株式会社       大阪市中央区南船場１－18－11 548 5.9

 株式会社りそな銀行     大阪市中央区備後町２－２－１ 396 4.2

 マルカキカイ従業員持株会     大阪府茨木市五日市緑町２－28 386 4.1

 株式会社みずほ銀行（常任代理人　

資産管理サービス信託銀行株式会

社）

 東京都千代田区内幸町１－１－５

（東京都中央区晴海１－８－12） 
372 4.0

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内２－７－１ 288 3.1

 竹田　和平  名古屋市天白区 262 2.8

 乾　孝義  兵庫県芦屋市 260 2.8

 日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
 東京都中央区晴海１－８－11 238 2.6

計 － 3,921 42.0
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成21年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    114,100 － （注）

完全議決権株式（その他） 普通株式  9,211,600 92,116（注）

単元未満株式 普通株式      2,000 － （注）

発行済株式総数           9,327,700 － －

総株主の議決権 － 92,116 －

（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　　　

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成21年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルカキカイ株式会社
大阪府茨木市五日市緑

町２番28号
114,100 － 114,100 1.22

計 － 114,100 － 114,100 1.22

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
12月

平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 659 572 506 639 605 666

最低（円） 532 480 461 463 555 590

　（注） 最高・最低株価は、平成21年４月までは大阪証券取引所市場第一部、平成21年５月は東京証券取引所市場第一部

におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平

成21年５月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,562,400 6,456,010

受取手形及び売掛金 ※4
 9,542,102

※4
 14,621,493

商品及び製品 2,178,569 2,178,893

原材料及び貯蔵品 18,253 25,470

仕掛品 39,029 273,085

繰延税金資産 336,559 303,872

その他 ※3
 897,441 1,109,381

貸倒引当金 △330,300 △366,155

流動資産合計 18,244,055 24,602,051

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 911,626 919,646

減価償却累計額 △551,000 △542,463

建物及び構築物（純額） 360,626 377,182

機械装置及び運搬具 159,798 178,167

減価償却累計額 △131,937 △142,820

機械装置及び運搬具（純額） 27,860 35,347

工具、器具及び備品 190,819 203,331

減価償却累計額 △150,983 △156,273

工具、器具及び備品（純額） 39,835 47,057

貸与資産 2,426,917 2,384,740

減価償却累計額 △1,858,887 △1,814,724

貸与資産（純額） 568,030 570,016

土地 2,869,199 2,871,796

建設仮勘定 3,000 －

有形固定資産合計 3,868,552 3,901,400

無形固定資産

のれん 71,396 79,329

その他 7,849 8,112

無形固定資産合計 79,245 87,442

投資その他の資産

投資有価証券 ※5
 1,337,574 1,276,441

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 61,146 88,239

その他 357,886 438,153

貸倒引当金 △104,524 △95,949

投資その他の資産合計 2,152,083 2,206,884

固定資産合計 6,099,882 6,195,727

繰延資産

開業費 5,647 7,644

繰延資産合計 5,647 7,644

資産合計 24,349,585 30,805,423
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,287,959 15,077,997

短期借入金 445,672 300,000

1年内返済予定の長期借入金 85,000 85,000

1年内償還予定の社債 160,000 180,000

未払法人税等 265,011 584,134

その他 981,712 1,357,153

流動負債合計 11,225,355 17,584,286

固定負債

長期借入金 21,249 63,750

繰延税金負債 3,810 －

退職給付引当金 36,158 35,704

役員退職慰労引当金 277,466 264,929

再評価に係る繰延税金負債 207,252 207,252

その他 76,792 70,324

固定負債合計 622,730 641,960

負債合計 11,848,086 18,226,246

純資産の部

株主資本

資本金 1,414,415 1,414,415

資本剰余金 1,300,391 1,300,391

利益剰余金 9,580,396 9,442,566

自己株式 △104,968 △104,968

株主資本合計 12,190,235 12,052,405

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 84,975 28,901

土地再評価差額金 269,380 269,380

為替換算調整勘定 △367,061 △138,080

評価・換算差額等合計 △12,705 160,201

少数株主持分 323,969 366,569

純資産合計 12,501,499 12,579,176

負債純資産合計 24,349,585 30,805,423
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 16,839,048

売上原価 14,674,923

売上総利益 2,164,124

割賦販売未実現利益戻入額 32,115

割賦販売未実現利益繰入額 35,747

差引売上総利益 2,160,493

販売費及び一般管理費 ※
 1,804,932

営業利益 355,560

営業外収益

受取利息 44,773

受取配当金 4,591

固定資産売却益 88,516

不動産賃貸料 40,562

雑収入 34,612

営業外収益合計 213,056

営業外費用

支払利息 5,679

為替差損 43,980

不動産賃貸費用 14,172

雑損失 6,098

営業外費用合計 69,931

経常利益 498,685

特別利益

固定資産売却益 535

投資有価証券売却益 11

特別利益合計 546

特別損失

固定資産売却損 596

固定資産除却損 3,321

投資有価証券売却損 2

投資有価証券評価損 33,507

特別損失合計 37,428

税金等調整前四半期純利益 461,804

法人税、住民税及び事業税 266,154

法人税等調整額 △41,808

法人税等合計 224,345

少数株主利益 7,493

四半期純利益 229,965
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 8,232,958

売上原価 7,279,254

売上総利益 953,704

割賦販売未実現利益戻入額 16,515

割賦販売未実現利益繰入額 19,360

差引売上総利益 950,859

販売費及び一般管理費 ※
 854,765

営業利益 96,094

営業外収益

受取利息 19,971

受取配当金 1,100

固定資産売却益 50,802

不動産賃貸料 20,292

雑収入 12,402

営業外収益合計 104,568

営業外費用

支払利息 3,063

為替差損 △20,202

不動産賃貸費用 10,159

雑損失 944

営業外費用合計 △6,034

経常利益 206,698

特別利益

固定資産売却益 535

投資有価証券売却益 11

特別利益合計 546

特別損失

固定資産売却損 589

固定資産除却損 31

投資有価証券売却損 2

投資有価証券評価損 △79,642

特別損失合計 △79,019

税金等調整前四半期純利益 286,264

法人税、住民税及び事業税 162,939

法人税等調整額 △31,520

法人税等合計 131,419

少数株主利益 △8,515

四半期純利益 163,360
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 461,804

減価償却費 136,404

のれん償却額 7,932

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,991

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,715

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,938

受取利息及び受取配当金 △49,365

支払利息 5,679

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 33,507

為替差損益（△は益） 43,980

固定資産売却損益（△は益） △88,455

固定資産除却損 3,321

売上債権の増減額（△は増加） 4,840,728

たな卸資産の増減額（△は増加） △95,982

仕入債務の増減額（△は減少） △5,394,433

その他 375,371

小計 253,831

利息及び配当金の受取額 48,777

利息の支払額 △5,894

法人税等の支払額 △585,245

営業活動によるキャッシュ・フロー △288,531

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △37,506

定期預金の払戻による収入 8,780

有形固定資産の取得による支出 △155,751

有形固定資産の売却による収入 126,633

投資有価証券の取得による支出 △106,222

投資有価証券の売却による収入 422

投資有価証券の償還による収入 100,000

関係会社株式の売却による収入 －

貸付けによる支出 △2,124

貸付金の回収による収入 15,371

その他 50,610

投資活動によるキャッシュ・フロー 214

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 145,672

長期借入金の返済による支出 △42,500

社債の償還による支出 △20,000

配当金の支払額 △92,135

少数株主への配当金の支払額 △1,080

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,043

現金及び現金同等物に係る換算差額 △83,432

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △381,793

現金及び現金同等物の期首残高 6,166,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,784,667
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法に

よる原価法によって行い、産業機械部門の軸受・油圧機器等は移動平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表

分）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定してお

ります。

　これにより当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、それぞれ45,334千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

 (2) リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係

る会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年

３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制

度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができるように

なったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外

ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス

・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっております。

 

 (3) 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第18号　平成19年12月27日）が平成21年３月31日以前に開始す

る連結会年度から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、第１四半期連結会計期間に着手した

工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積り

は原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定しております。

 

【追加情報】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

有形固定資産の耐用年数の変更 　第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年

度の法人税法改正に伴い、一部の有形固定資産の耐用年数を変更して

おります。

  この変更に伴う損益に与える影響及びセグメントに与える影響は軽

微であります。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

税金費用の計算 　税金費用の計算については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成20年11月30日）

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

17件 340,800千円

 

23件 332,981千円

 

２．裏書手形譲渡高 1,298,544千円

 

２．裏書手形譲渡高 1,211,783千円

 

※３．その他には現先取引の担保として自由処分権のある

有価証券が含まれており、当第２四半期連結会計期間

末日の時価は499,750千円であります。

 

＿＿＿＿＿＿＿＿

※４．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の休

日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。当第２四半期連結会計期間末日満期手

形の金額は次のとおりであります。

※４．連結会計年度末満期手形

　連結会計年度末満期手形の会計処理については、当連

結会計年度の末日は金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。当連

結会計年度末日満期手形の金額は次のとおりでありま

す。

受取手形 166,632千円 受取手形 212,532千円

※５．投資有価証券のうち、94,314千円については貸株に

供しております。

＿＿＿＿＿＿＿＿

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与 816,765千円

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与 375,464千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 5,562,400

その他（現先運用） 499,753

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △277,486

現金及び現金同等物 5,784,667

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　

平成21年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　9,327,700株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式      114,123株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。  

 

４．配当に関する事項

   (1) 配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年２月25日

 定時株主総会
普通株式 92,135千円 10円 平成20年11月30日 平成21年２月26日 利益剰余金

 

　 (2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの  

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年７月３日

 取締役会
普通株式 92,135千円 10円 平成21年５月31日 平成21年８月11日 利益剰余金

 

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

 
産業機械
（千円）

建設機械
（千円）

その他の事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 5,959,498    2,263,160    10,2998,232,958 － 8,232,958

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計     5,959,498    2,263,160    10,2998,232,958 － 8,232,958

営業利益     233,952    88,891    1,499    324,344   △228,249 96,094

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年５月31日）

 
産業機械

（千円）

建設機械

（千円）

その他の事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 12,816,073    4,003,681    19,293
    

16,839,048
－

    

16,839,048

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計
    

12,816,073
    4,003,681    19,293

    

16,839,048
－

    

16,839,048

営業利益     622,176    181,840    3,267    807,285   △451,725     355,560

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な取扱品目は次のとおりであります。

産業機械部門　…　ＮＣ旋盤、マシニングセンター、プレス、プラスチック射出成形機、軸受等

建設機械部門　…　クレーン、アースオーガー、杭打抜機、高所作業車等

その他の事業　…　保険の代理店業、塗装工事請負業

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として個別

法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の産業機械の営業利益が6,251千円、建設機械の

営業利益が39,083千円それぞれ減少しております。

（リース取引に関する会計基準） 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（２）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。

（工事契約に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（３）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。 

４．追加情報

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法改正に伴い、一部の

有形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。 
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高     6,438,295    1,319,164    475,498    8,232,958 －  8,232,958

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    164,905     751     52,455    218,112   △218,112 －

計     6,603,201    1,319,915    527,953    8,451,070   △218,112     8,232,958

営業利益又は営業損失（△）     180,824    △61,023    △24,663    95,138     955     96,094

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年５月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高
    

12,715,045
    3,131,059    992,943

    

16,839,048
 －

    

16,839,048

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    722,767    6,245    97,516    826,529   △826,529 －

計
    

13,437,813
    3,137,304    1,090,459

    

17,665,577
   △826,529 

    

16,839,048

営業利益又は営業損失（△）     407,037    △44,629    20,907    383,315    △27,755    355,560

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　　　……　アメリカ

(2）アジア　　……　タイ、マレーシア、インドネシア、フィリピン、中国

３．台湾支店の台湾国内における売上高は、日本に含めております。

４．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べて、日本における当第２四半期連結累計期間の営業利益が45,334千円減少して

おります。

（リース取引に関する会計基準） 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（２）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「リース取引に関する会計基準（企業会計基準第１３号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。

（工事契約に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（３）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。

５．追加情報

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法改正に伴い、一部の

有形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     1,319,356    1,196,258     600     2,516,215

Ⅱ　連結売上高（千円）        8,232,958

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     16.0     14.5     0.0     30.6

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年５月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     3,167,820    2,488,996     2,192     5,659,010

Ⅱ　連結売上高（千円）        16,839,048

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     18.8     14.8     0.0     33.6

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　　　……　アメリカ

(2）アジア　　……　タイ、マレーシア、台湾、インドネシア、フィリピン、中国、他

(3）その他　　……　ヨーロッパ、他

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

  該当事項はありません。 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成20年11月30日）

１株当たり純資産額 1,321.69円 １株当たり純資産額 1,325.50円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 24.96円 １株当たり四半期純利益金額 17.73円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

四半期純利益（千円） 229,965 163,360

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 229,965 163,360

期中平均株式数（千株） 9,213 9,213

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成21年７月３日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・92,135千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・平成21年８月11日

 （注）平成21年５月31現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月８日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株式会

社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成

21年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成21年５月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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